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１．研究計画の概要 
 本研究は、バイカル湖とオホーツク海サ
ハリン沖の水底表層部に産するガスハイド
レート（GH）について、その基礎物性および
産状形態を明らかにし、表層ハイドレートの
生成メカニズムおよび再生可能性を解明し
ようとするものである。 

 
２．研究の進捗状況 
(1)オホーツク海とバイカル湖の表層GHに含
まれている包有ガスは共にバクテリア起源
（主要成分はメタンガス）であるが、バイカ
ル湖ククイ泥火山の場合、僅かに熱起源のエ
タンガスが含まれている。また、サハリン沖
のGHに包有されているメタンガスはCO2還元
によるものであるが、バイカル湖の場合は酢
酸分解により生成されている（ガスクロマト
グラフ分析、NMR解析、ラマン分析および同
位体分析による）。 

(2)サハリン沖海底表層部のコアには数cmサ
イズのカーボネート（CaMg(CO3)2）が数多く
含まれているが、バイカル湖で発見されたシ
デライト（FeCO3）は極めて微小かつ微量で
ある。これは、海水にはCa, Mgイオンが豊富
に含まれているが湖水にはほとんど無いた
めである（イオンクロマトグラフ、同位体分
析および電子顕微鏡観察による）。 

(3)サハリン沖の湧出ストラクチャー（SS）
について堆積物コア解析を行った結果、カオ
スおよび北見SSでは海底深部からのガスお
よび水が共に湧出しているが、ヒエログリフ
SSの場合はガス湧出が卓越しており、湧水は
ほとんど無い。これは、ヒエログリフSSがハ

イドレート密集分布域の端に位置しており、
ガス水湧出路が形成される断層分布に規制
されている可能性がある（イオンクロマトグ
ラフおよび同位体分析による）。 

(4)バイカル湖のガスハイドレートについて、
クラスレート構造Ⅰ型とⅡ型が同一コア中
に発見された（NMR解析、ラマン分析および
カロリメータ測定による）。 
 
３．現在までの達成度 
 ○2 おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 サハリン沖とバイカル湖の水底表層 GH に
ついて、基礎物性（構造Ⅰ型とⅡ型）および
産状（バクテリア起源と熱起源、ガス湧出タ
イプとガス・水湧出タイプ、カーボネート・
リッチとフリー等）の特徴と違いが明らかに
され、生成・再生過程理解のための基礎情報
が得られている。 
 
４．今後の研究の推進方策 

 最終年度は、以下の各項目の総合解析に基
づいて、表層GHの再生可能性を総括する。 

（1）オホーツク海サハリン沖とバイカル湖
の物理探査データ（既存）とコア解析データ
を総合解析して、表層ハイドレートの産状特
性を明らかにする。 

（2）ラマン分光分析、NMR分析、ガスクロマ
トグラフ分析、同位体解析、カロリーメータ
測定等の測定結果を総合解析して、GHの結晶
特性と湧出ガス起源を明らかにする。 

（3）イオンクロマトグラフ分析、同位体解
析および他のコア解析データを総合して、湧
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水および湧出ガス特性を明らかにする。 

（4）電界放出型電子顕微鏡観察、ハイドレ
ート再生実験および他のコア解析データを
総合して、表層ハイドレートの生成過程およ
び再生可能性を明らかにする。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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